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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

東京電力福島第一原子力発電所事故１年目にカキ樹体を高圧水で洗浄処理することは、樹皮表面の放射線量や葉

中及び果実中の放射性Cs濃度を低下させ、低減効果は処理３年後も持続する。

(1) 2011年12月21日に高圧洗浄機を用いてカキ樹体の洗浄を実施した。

(2) カキ園内の空間線量（１ｍ）は、2014年５月28日は0.79(μSv/h)、10月27日は0.63(μSv/h)であった。

(3) 処理後３年経過しても、樹皮表面の放射線量は洗浄区が無処理区に比べ有意に低かった（表１）。

(4) 葉及び果実中放射性Cs濃度は、洗浄区が無処理区に比べ有意に低かった。また、果実では幼果期から収穫期

になるに従い濃度は低下した（表２）。

(5) 2012年から2014年の果実及び葉中の放射性Cs濃度は、いずれも洗浄区の方が無処理区に比べ低く推移した

（図１、図２）。

２ 期待される効果

(1) カキにおいて、高圧洗浄処理は放射性物質除去技術としては有効な方法である。

(2) 樹体を高圧洗浄処理することにより、収穫果実の放射性Cs濃度を低減することが期待できる。

３ 活用上の留意点

(1) 高圧洗浄機を使用する必要がある。

(2) 粗皮部やコケ付着部に多くの放射性物質が沈着しているので、丁寧に除染する。



Ⅱ 具体的データ等

（10月下旬採取） （10月下旬採取）図１ 果実中放射性Ｃｓ濃度の推移 図２ 葉中放射性Ｃｓ濃度の推移
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表１　樹体洗浄後の樹皮表面の
    放射線量低減効果

区 放射線量(kcpm)

洗浄 0.28

無処理 0.36
t検定 **

注1)**は危険率1%で有意差あり

注2)2014年10月27日測定

表２　樹皮洗浄処理の有無によるカキ‘蜂屋’の果実中及び葉中　
    放射性Cs濃度の低減効果（2014年）

採取日

洗浄区 無処理区 洗浄区 無処理区

7/14 40 14.5 19.9 52.3 36.9

8/12 69 8.2 18.9 31.3 63.3

10/22 140 6.4 13.9 22.7 52.2

分散分析 処理 34.7 ** 11.6 **

分散比 採取日 9.3 ** 1.7 ns

交互作用 1.3 ns 11.7 **

注）高圧洗浄処理は2011年12月21日に実施した。反復は各３樹

** 危険率1%で有意差あり、ns 有意差なし
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